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２
０
０
９
年
歉
平
成
似事
年
歐

６
月

事歯
日

水
曜
日

憲
政
の
神
様

更
生
保
護
施
設
十
勝
自
営
会
が
欷
十
勝

監
獄
用
地
帯
広
市
大
通
｜
東
２
南
炙
一
帯

の
払
い
下
げ
を
受
け
欷
緑
ケ
丘
の
監
獄
構

内
か
ら
移
転
し
た
の
は
１
９
１
５
年
盜
払
い
下
げ
は

大
隈
重
信
内
閣
の
司
法
大
臣
尾
崎
行
雄
歉
号
・
咢

堂
歐
の
名
で
認
可
を
受
け
た
盜
当
時
欷
監
獄
用
地
は

鉄
南
全
体
か
ら
別
府
に
か
け
て
ま
た
が
檸
て
い
た
▼

し
か
し
欷無
一
文
の
自
営
会
は
多
く
の
出
所
者
を
抱

え
欷運
営
に
苦
労
し
た
盜更
生
保
護
の
た
め
支
援
の
手

を
差
し
延
べ
た
の
は
欷高
橋
仙
松
欷加
納
佐
兵
衛
欷宮

本
富
次
郎
な
ど
の
経
済
人
盜そ
れ
ぞ
れ
高
橋
木
工
場
欷

帯
広
木
材
欷宮
本
富
次
郎
商
店
の
創
業
者
だ
檸
た
▼

自
営
会
は
炬
年
欷施
設
整
備
の
た
め
用
地
の
一
部
を

高
橋
仙
松
に
買
檸
て
も
ら
い
欷仙
松
は
売
買
川
近
く

で
操
業
し
て
い
た
木
工
場
を
東
１
南
炙
に
移
転
し

た
盜炮
年
欷下
野
し
た
尾
崎
行
雄
は
欷市
内
の
栄
楽
座

で
軍
備
制
限
大
演
説
会
を
開
き
欷熱
弁
を
振
る
檸
た
盜

帯
広
に
も
尾
崎
の
熱
烈
な
支
援
者
が
多
数
い
た
こ
と

を
物
語
る
▼
帯
広
市
清
川
に
は
欷尾
崎
か
ら
愛
馬
を

贈
檸
て
も
ら
い
飼
育
し
て
い
た
獣
医
師
が
い
た
盜ほ

か
に
も
欷十
勝
と
尾
崎
の
接
点
は
意
外
に
多
い
盜歴
史

に
残
る
政
治
家
は
数
少
な
い
中
で
欷尾
崎
は
憲
政
の

神
様
と
た
た
え
ら
れ
欷国
会
内
に
憲
政
記
念
館
と
銅

像
が
建
て
ら
れ
て
い
る
▼
そ
の
国
会
は
衆
院
の
任
期

満
了
が
迫
り
欷
解
散
・
総
選
挙
は
近
い
盜
世
界
的
な

経
済
危
機
を
背
景
に
昨
年
秋
か
ら
ず
る
ず
る
引
き
延

ば
さ
れ
た
解
散
だ
が
欷
こ
ん
な
に
待
ち
ぼ
う
け
の
長

い
選
挙
は
珍
し
い
盜
憲
政
の
神
様
は
欷
手
詰
ま
り
の

政
治
を
ど
う
見
る
だ
ろ
う
か
盜

歉
嶺
野
侑
歐

テレビ ８、９、似児

スポーツ 事歯―事似

ウイークリーフォト 事侍

ぐるっと事持町村 事児―事慈

せいかつ掲示板 事持

みんな天才 事時

ライフ（福祉） 似歯

「公益資本主義」とは ４

「おが粉製造工場」が完成 事児

収容中の少年に暴行 ７

似歯歯年前のチャイムも 似侍

広島少年院で収容中の少年

に暴行したとして、広島地検

は９日、特別公務員暴行陵虐

容疑で、同少年院の法務教官

４人を逮捕した。

大樹町森林組合が敷地内に

建設を進めていた「おが粉製

造工場」が完成、来週にも本

格稼働する。今年度は計１万

字歯歯歯立方唖を生産する。

帯広市内の

石井鋭一さん

は似歯歯年以上

前に製造され

たアンティー

ク時計を数多く所

有している。きょ

う瀾日は「時の記

念日」―。

「公益資本主義」を説く実

業家、原丈人氏を招いての十

勝毎日新聞創刊狠周年記念講

演会（５日、帯広市とかちプ

ラザ）の採録を掲載。

最高気温 事侍℃
最低気温 事事℃

花束を手に再選を喜ぶ田村氏。右は厚子夫
人（９日午後５時すぎ、山下僚撮影）

広
尾
が
道
内
初
採
択
へ

漁
場

管
理

漁
業
者
組
織
に
交
付
金

農水省の環境
保全支援事業 「濃厚飼料」自給へ連携

収
穫
欷
裁
断
さ
れ
た
発
酵
前
の

イ
ア
コ
欟
ン
歉
家
畜
改
良
セ
ン

タ
欟
十
勝
牧
場
提
供
歐

北
農
研
な
ど
７
機
関

３
年
か
け
欹
イ
ア
コ
欟
ン
飮実
用
化

高
騰
す
る
輸
入
配
合
歉
濃
厚
歐
飼
料
を
国
産
に
置
き
換
え
て
酪
農
・
畜
産
経
営
の
安
定
化
や
飼
料
自
給
率
の

向
上
を
目
指
そ
う
と
欷
北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
欟
歉
札
幌
歐
と
管
内
農
業
関
係
機
関
な
ど
が
連
携
し
て
研
究

に
乗
り
出
す
盜
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
雌
穂
歉
実
と
し
ん
欷
皮
歐
だ
け
で
作
る
栄
養
価
の
高
い
欹
イ
ア
コ
欟

ン
サ
イ
レ
欟
ジ
飮
の
実
用
化
に
向
け
欷
２
０
１
１
年
度
ま
で
の
３
年
間
欷
適
性
品
種
の
選
定
や
経
済
性
評
価
な

ど
瀲
課
題
に
欷
７
機
関
が
取
り
組
む
盜
中
心
と
な
る
北
農
研
で
は
欹
自
給
飼
料
１
０
０
％
の
酪
農
欷
畜
産
を
展

開
す
る
た
め
の
技
術
開
発
を
進
め
欷
よ
り
安
全
・
安
心
な
生
産
物
づ
く
り
に
寄
与
し
た
い
飮
と
し
て
い
る
盜

中
札
内

村
長
選

田
村
氏
が
無
投
票
再
選

大
樹
町
が
来
年
度

に
加
盟 「交流深めたい」

歇
大
樹
歃歔
宇
宙
歛
が
取
り
持
つ
縁

｜
盜
町
は
来
年
度
欷
独
立
行
政
法
人

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
歉
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
欷
東
京
歐
の
研
究
施
設
が
設
置
さ

れ
て
い
る
全
国
４
市
１
町
の
交
流
組

織
欹
銀
河
連
邦
飮歉
本
部
・
神
奈
川

県
相
模
原
市
歐
に
加
盟
す
る
盜欹
他

の
自
治
体
と
の
交
流
を
深
め
欷
地
元

大
樹
で
の
航
空
宇
宙
の
振
興
も
一
層

深
ま
る
は
ず
飮
と
期
待
し
て
い
る
盜

銀
河
連
邦
は
１
９
８
７
年
欷
宇
宙

科
学
研
究
所
歉
当
時
欷
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
歐

∥
現
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
本
部

∥
の
施
設
が
あ
る
５
市
町
が
交
流
を

目
的
に
設
立
し
た
盜
加
盟
自
治
体
は

相
模
原
市
欷
秋
田
県
能
代
市
欷
岩
手

県
大
船
渡
市
欷
長
野
県
佐
久
市
欷
鹿

児
島
県
肝
付
町
盜
そ
れ
ぞ
れ
を
欹
｜

共
和
国
飮
な
ど
と
呼
び
欷欹
大
統
領
飮

に
自
治
体
の
首
長
欷欹
副
大
統
領
飮

に
議
会
議
長
が
就
く
盜
大
統
領
府
や

外
務
省
欷
会
計
検
査
院
も
設
置
さ

れ
欷
ユ
欟
モ
ア
の
あ
る
組
織
だ
盜

活
動
は
宇
宙
セ
ミ
ナ
欟
開
催
な
ど

に
よ
る
宇
宙
科
学
知
識
の
啓
発
餐
学

習
ほ
か
欷首
脳
サ
ミ
蘖
ト
や
子
供
ら

の
各
国
訪
問
欷自
治
体
行
事
で
の
特

産
物
即
売
会
な
ど
盜子
供
交
流
事
業

は
欷町
が
取
り
組
む欹
子
ど
も
農
山
漁

村
交
流
プ
ロ
ジ
櫪
ク
ト
飮事
業
の
推

進
に
も
期
待
さ
れ
て
い
る
盜

町
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
同
連
邦
の
存

在
を
聞
き
欷同
組
織
か
ら
も
加
盟
の

誘
い
が
あ
檸
た
こ
と
か
ら
検
討
盜昨

年
瀲
月
に
伏
見
悦
夫
町
長
が
本
部
事

務
局
の
相
模
原
市
役
所
で
参
加
を
表

明
し
欷合
意
さ
れ
た
盜来
年
４
月
３
欷

４
日
に
相
模
原
市
で
行
わ
れ
る欹
さ

く
ら
ま
つ
り
飮で
の
事
務
局
長
会
議

で
正
式
加
盟
と
な
る
盜町
は欹
宇
宙
の

町
餐
大
樹
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に

弾
み
が
つ
く
飮と
し
て
い
る
盜

今
年
９
月
炳
日
に
大
樹
で
開
か
れ

る欹
柏
林
公
園
ま
つ
り
飮に
は
各歔
共

和
国
歛が
参
加
欷早
速
交
流
が
図
ら
れ

る
予
定
だ
盜

歉
北
雅
貴
歐

歇
広
尾
歃
町
内
漁
業
者
ら
で
こ

の
ほ
ど
設
立
し
た
欹
広
尾
地
区
環

境
・
生
態
系
保
全
活
動
組
織
飮

歉
上
野
雅
彦
代
表
歐
の
コ
ン
ブ
漁

場
の
維
持
管
理
活
動
が
近
く
欷
農

水
省
が
今
年
度
創
設
し
た
環
境
・

生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業
に
欷

道
内
で
初
め
て
採
択
さ
れ
る
見
通

し
と
な
檸
た
盜

同
事
業
は
欷
農
地
・
水
・
環
境

保
全
向
上
対
策
の
水
産
版
と
し
て

創
設
盜
藻
場
欷
干
潟
の
維
持
管

理
欷
保
全
を
担
う
組
織
に
対
し
て

交
付
金
を
拠
出
し
欷
支
援
す
る
盜

活
動
組
織
は
各
地
域
で
構
成
欷

都
道
府
県
と
市
町
村
は
地
域
協
議

会
を
設
置
し
て
サ
ポ
欟
ト
す
る
盜

４
月
に
道
庁
や
広
尾
町
な
ど
煥
市

町
村
が
参
加
し
た
北
海
道
地
域
協

議
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
盜

広
尾
町
で
は
コ
ン
ブ
漁
業
者
欷

広
尾
漁
協
欷
民
間
企
業
な
ど
１
３

９
事
業
所
欷
個
人
で
活
動
組
織
を

結
成
盜
国
道
３
３
６
号
黄
金
道
路

沿
い
の
コ
ン
ブ
漁
場
炬
吋
で
欷
岩

盤
清
掃
な
ど
を
実
施
す
る
盜
事
業

期
間
は
今
年
度
か
ら
５
年
間
盜
交

付
金
は
総
額
で
３
５
０
０
万
円
程

度
を
見
込
む
盜

町
内
で
は
こ
れ
ま
で
欷
コ
ン
ブ

漁
場
維
持
な
ど
を
目
的
に
漁
協
が

岸
壁
清
掃
な
ど
行
檸
て
お
り
欷
町

が
独
自
に
支
援
盜
事
業
採
択
さ
れ

れ
ば
町
独
自
支
援
も
不
要
と
な
り

町
財
政
に
も
メ
リ
蘖
ト
が
あ
る
盜

同
組
織
は
４
日
欷
地
域
協
議
会

に
活
動
計
画
な
ど
採
択
申
請
書
を

提
出
盜
同
協
議
会
事
務
局
の
道
庁

水
産
振
興
課
に
よ
る
と
欷
９
日
現

在
で
申
請
書
が
届
い
て
い
る
の
は

同
組
織
だ
け
で
欹
早
期
に
採
択
承

認
手
続
き
を
終
え
た
い
飮
と
し
て

い
る
盜
週
内
に
も
採
択
さ
れ
る
見

通
し
盜

十
勝
支
庁
に
よ
る
と
欷
管
内
で

は
大
樹
町
で
も
同
事
業
の
実
施
団

体
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
盜

歉
長
田
純
一
歐

高橋正夫氏

給
与
所
得
の
み

１
１
１
０
万
円

砂
川
市
長

資
産
公
開

帯
広
市
は
瀾
日
ま
で
に
欷市
長

の
資
産
公
開
条
例
に
基
づ
き
欷砂

川
敏
文
市
長
の
２
０
０
８
年
１
｜

灑
月
の
資
産歉
補
充
分
歐を
公
開
し

た
盜給
与
所
得
の
１
１
１
０
万
９

１
１
０
円
の
み
と
な
檸
て
い
る
盜

前
年
は
１
１
８
５
万
８
２
８
９

円
で
欷牾
万
９
１
７
９
円
減
盜消
防

職
員
へ
の
休
日
勤
務
手
当
過
払
い

を
め
ぐ
る
自
己
罰歉
減
給
歐が
要

因
盜土
地
餐
建
物
欷預
貯
金
な
ど
の

補
充
は
な
い
盜

歉
岩
城
由
彦
歐

家
畜
飼
料
は
牧
草
そ
の
も
の

や
欷
牧
草
欷
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
で
作
る
サ
イ
レ
欟
ジ
な
ど
の

欹
粗
飼
料
飮
と
欷
大
豆
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
栄
養
価
の
高
い
穀
類

を
配
合
し
た
欹
濃
厚
飼
料
飮
に
分

別
さ
れ
る
盜

飼
料
生
産
基
盤
に
恵
ま
れ
て
い

る
道
内
で
は
粗
飼
料
自
給
率
は
１

０
０
％
に
近
い
が
欷
濃
厚
飼
料
は

ほ
ぼ
全
量
を
安
価
な
輸
入
品
に
依

存
盜
近
年
の
飼
料
高
で
は
欷
濃
厚

飼
料
を
多
給
す
る
肉
牛
経
営
が
特

に
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
盜

現
在
の
酪
農
・
畜
産
経
営
で
は

濃
厚
飼
料
は
不
可
欠
盜
外
的
要
因

に
左
右
さ
れ
な
い
自
給
体
制
の
確

立
を
図
ろ
う
と
７
機
関
が
連
携
し

た
盜参

画
す
る
の
は
北
農
研
欷
ホ
ク

レ
ン
欷
農
機
メ
欟
カ
欟
の
欹
Ｉ
Ｈ

Ｉ
ス
タ
欟
飮歉
千
歳
市
歐
と
欷
管
内

か
ら
は
家
畜
改
良
セ
ン
タ
欟
十
勝

牧
場
欷
道
立
十
勝
農
試
欷
道
立
畜

試
欷
帯
畜
大
盜
こ
の
ほ
ど
農
水
省

の
事
業
採
択
を
受
け
欷
３
年
間
で

１
億
１
０
０
０
万
円
の
研
究
費
が

つ
い
た
盜

課
題
は
機
畑
で
の
栽
培
帰
餌
づ

く
り
毅
家
畜
へ
の
給
与
気
農
家
の

経
済
性
｜
に
大
別
盜
ホ
ク
レ
ン
は

イ
ア
コ
欟
ン
サ
イ
レ
欟
ジ
づ
く
り

に
適
し
た
品
種
の
選
定
欷
帯
畜
大

は
収
穫
残
渣
歉
さ
歐
の
緑
肥
効
果

の
検
証
欷
十
勝
牧
場
と
道
立
畜
試

は
肉
牛
へ
の
給
与
方
法
欷
北
農
研

は
効
率
的
な
収
穫
・
調
整
技
術
の

確
立
な
ど
を
検
討
し
欷
研
究
に
使

う
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
十
勝
牧
場
の

約
灣
吋
で
作
付
け
を
行
檸
た
盜

既
存
の
生
産
を
保
ち
な
が
ら
畑

作
農
家
で
栽
培
で
き
る
よ
う
欷
採

算
な
ど
経
済
性
の
評
価
を
道
立
十

勝
農
試
が
担
う
ほ
か
欷
生
産
し
た

サ
イ
レ
欟
ジ
の
流
通
に
向
け
欷
収

穫
時
に
圃
場
歉
ほ
じ
櫞
う
歐
で
個

別
包
装
で
き
る
機
械
の
改
良
を
Ｉ

Ｈ
Ｉ
ス
タ
欟
が
行
う
盜

道
内
で
イ
ア
コ
欟
ン
サ
イ
レ
欟

ジ
作
付
け
向
け
の
農
地
余
力
は
２

万
吋
程
度
盜
年
間
約
狄
億
円
分
の

輸
入
飼
料
と
置
き
換
え
ら
れ
る
と

の
試
算
も
あ
る
盜
北
農
研
で
は

欹
経
済
性
で
は
価
格
高
騰
時
の
輸

入
飼
料
に
太
刀
打
ち
で
き
そ
う
盜

畑
作
農
家
に
も
緑
肥
や
新
た
な
輪

作
作
物
の
１
つ
と
し
て
導
入
で
き

る
こ
と
を
実
証
し
た
い
飮
と
し
て

い
る
盜

歉
高
田
敦
史
歐

歇
中
札
内
歃
任
期
満
了
に
伴
う

村
長
選
は
欷
告
示
日
の
９
日
午
後

５
時
に
立
候
補
の
届
け
出
が
締
め

切
ら
れ
欷
た
だ
１
人
届
け
出
た
現

職
の
田
村
光
義
氏
歉
爍
歐
∥
無
所

属
∥
が
無
投
票
で
再
選
を
果
た
し

た
盜
歉
２
欷
炙
面
に
関
連
記
事
歐

田
村
氏
は
こ
の
日
午
後
４
時
燎

分
ご
ろ
欷
遊
説
を
終
え
て
後
援
会

事
務
所
歉
村
大
通
南
３
歐
に
戻
檸

た
盜
同
５
時
す
ぎ
欷
無
投
票
当
選

の
連
絡
が
伝
え
ら
れ
る
と
欷
支
持

者
や
管
内
各
町
村
長
ら
約
犢
人
か

ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
檸
た
盜

太
田
良
弘
村
議
会
議
長
の
音
頭

で
万
歳
盜
花
束
を
贈
ら
れ
た
田
村

氏
は
欷
嬾
嶋
重
信
選
対
本
部
長
と

厚
子
夫
人
が
持
つ
ダ
ル
マ
に
金
色

の
欹
Ｖ
飮
を
書
き
入
れ
た
盜
嬾
嶋

本
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
欷
高
橋

正
夫
十
勝
町
村
会
会
長
歉
本
別
町

長
歐欷
喜
多
龍
一
欷
大
谷
亨
の
両

道
議
欷
中
川
昭
一
衆
院
議
員
の
郁

子
夫
人
が
祝
辞
を
述
べ
た
盜

田
村
氏
は
欹
温
か
い
支
援
で
再

選
で
き
た
盜歉
公
約
の
歐
５
つ
の

柱
・
烟
項
目
を
す
ぐ
や
る
こ
と
が

課
題
盜歡
住
ん
で
み
た
い
欷
住
ん

で
良
か
檸
た
歸
と
言
わ
れ
る
村
づ

く
り
に
ま
い
進
す
る
飮
と
２
期
目

へ
の
決
意
を
述
べ
た
盜

２
期
目
の
任
期
は
煥
日
か
ら
盜

炒
日
に
村
選
管
か
ら
当
選
証
書
が

交
付
さ
れ
る
予
定
盜
田
村
氏
は
１

９
５
１
年
欷
帯
広
市
生
ま
れ
盜
帯

広
三
条
高
欷
酪
農
学
園
大
卒
盜
牴

年
に
中
札
内
村
役
場
に
奉
職
盜
助

役
を
経
て
欷
前
回
２
０
０
５
年
６

月
の
村
長
選
で
無
投
票
で
初
当
選

し
た
盜

歉
井
上
朋
一
歐

歉
か
ち
モ
バ
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ

Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
に
動
画
歐

高
橋
氏
の
出
馬

後
援
会
が
要
請

歇
本
別
歃
任
期
満
了
に
伴
う
町

長
選
歉
８
月
烝
日
告
示
欷
同
焙
日

投
開
票
歐
で
欷
現
職
・
高
橋
正
夫

氏
歉
爍
歐
妻
３
期
妻
の
後
援
会
歉
森

岡
嗣
会
長
歐
と
高
橋
氏
の
政
治
資

金
管
理
団
体
欹
炮
世
紀
を
考
え
る

町
政
研
究
会
飮歉
鹿
島
豊
隆
会
長
歐

の
合
同
会
議
が
欷
９
日
午
後
６
時

か
ら
町
内
で
開
か
れ
た
盜
同
席
し

た
高
橋
氏
に
対
し
欷
後
援
会
側
が

町
政
の
か
じ
を
取
る
意
思
を
近
々

に
示
す
よ
う
伝
え
欷
事
実
上
欷
出

馬
を
要
請
し
た
盜

後
援
会
側
は
高
橋
氏
の
意
思
を

尊
重
す
る
考
え
を
示
し
た
上
で
欷

町
政
報
告
会
や
後
援
会
事
務
所
設

置
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
報
告
盜
森
岡
会
長
は
欹
将
来

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
を
聞
き

た
い
の
で
欷
な
る
べ
く
早
く
歉
４

選
出
馬
の
歐
意
思
を
表
明
し
て
ほ

し
い
飮
と
高
橋
氏
に
伝
え
た
盜

高
橋
氏
は
明
言
を
避
け
た
も
の

の
欷欹
皆
さ
ん
の
思
い
は
大
変
あ

り
が
た
く
欷
厳
粛
に
受
け
止
め
て

い
る
盜
公
の
機
会
で
自
分
の
意
思

を
表
明
し
た
い
飮
と
前
向
き
に
答

え
た
盜
今
定
例
町
議
会
最
終
日
の

烱
日
ま
で
に
態
度
を
表
明
す
る
見

通
し
盜

歉
杉
原
尚
勝
歐


